151 愛しいマリア様
長い間、私は、あなたが御子イエス様を支え、カルバリの十字架刑を通してイエス様と分かち合われた悲しみと苦悩の深さを理解しようと努めてきました。
少ししか進歩していませんが、もしかしたら、私にはできないのかもしれません。
私は、少しでもイエス様とあなたの悲しみと苦悩を分かち合い、担うことができるのではないかと尋ねました。
もしかしたら、私のせいだったのかもしれません。
数週間前、私は肩を怪我しました。大した怪我ではなく、もっと早く治っていたと思います。それでも、いくつかの機能を果たすことができなかったので、どうしたらよいかと尋ねました。すると突然、長年続いていた軽い関節の痛みだけが残ったかのように、症状は治まったように見えました。まるであなたが息子にこの問題を託し、また、キリストの重荷の一部を担うのは私にはできないという小さな戒めを託したかのようでした。なぜなら、十字架刑、死、そして復活によって人類の罪の重荷を担うのはキリストだからです。
